Spiso-3D操作でよく起こる問題とその解決法  　
操作マニュアルSection 7 　
Q スパインの自動検出後に、ノイズの削除、スパインの追加、スパインサイズの変更を行うことが必要。このとき、画像をZoomしないと操作が行いにくい。特定の場所をZoom出来る方法は？
Ans  Section 3.  Spisoプログラム操作keyの一覧と、その機能  に書いてある
1  共通key  を使用する

　　Alt+ホイール　→　画像のz方向の移動

　　Ctrl+ホイール　→　画像の拡大・縮小

　　Ctrl+カーソル移動　→　画像を動かす

Q スパインのノイズの削除がうまくいかない

Ans   Edit mode にしてないのでは （Detection mode のまま？）
Q スパインの手動修正を行うとき、画像を拡大すると、動作が極端に遅くなって、作業が進まない

Ans  　これは外付けの graphic card のせいです。解決するには、外付けの graphic card 配線をはずし、内臓graphic card を使用する配線にする、で早くなります。この際画像の分解能が悪くなったら、画面の解像度を調節して解像度を上げれば、良くなる（マウス右クリックで「画面の解像度」が出る）。　デスクトップ　PCは画像を綺麗に見せようとして、たいていは外付けの graphic boadを使用するモードになっていて、これが動作を遅くする原因になっている。


Q スパインの追加を行う際は、そのスパインが最も大きく見えるz座標でスパインの追加を行うということで良いか？スパインサイズは最も広い領域に合わせて調整して良いか？
Ans   その通りです


Q  解析結果をexcel file に出力したはずが、みつからない
Ans   出力の時に、excel 形式を選択してない（すべてのファイルになってる？）

Q  Spiso3Dで使用する画像は、Image Jを用いてContrast をかけて、良いS/N画像にしなければなりません。このあとで、8bit のtif file に変換します。この操作を、Image Jでおこなうには？
Ans  confocal → deconvolution → 16bit tif. (with 20-30 optical slices) file と処理して、開いたImage Jにそのままドラッグすれば、まとめて開けます。そしてZ 軸上で一番スパインや樹状突起が鮮明なz断層画像を選んで　→　最低と最高の輝度 を選んで、良いS/N画像にする。最低輝度値はそれ以下のbackground を消すためで、最高輝度値はそれ以上明るいspineが無いところです。
Q  PC とinternet を一度切り離して、再度つないだ場合、認証画面でパスワードをいれても　authentication failure がでる
Ans  一度internet から外して、再度つなぐと、ポート のinternet 再activation　が必要です。ボードの 複数あるphysical address のうち有効なものが切り替わったのです。再度　internet につないだままで、これまで有効でなかった方のphysical addressに対応する Password を入れていください。走るはずです。有効な物理アドレスが切り替わったのです。
Q  上の場合以外で認証画面でパスワードをいれても　authentication failure がでる
Ans  Java version  6 以下ではないか？　Java versio が低いと、 Spiso は開きもしません。現在のJava version は Google で調べ、無料 up-date をして下さい。　

Q 世界標準の手動解析プログラムNeurolucida との誤差はどの程度ですか？

Ans  全スパイン密度では誤差は 0%, スパイン頭部直径の分布誤差は2%以内です

（最後は手動で修正するから当然です）。 Spisoではとにかく自動検出してから修正するので、見落としや疲れによる Human  error が格段に減少します。
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